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３
月
３
日　

桃
生
公
民
館
、　

日　

桃
生

（火）

１０

（火）

保
健
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、「
食
と
運
動
」
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
に

取
り
組
み
た
い
方
を
対
象
と
し
た
、
働
き
盛

り
の
「
脱
・
メ
タ
ボ
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
回
目
の
教
室
で
は
、「
私
の
体
の
健
康

度
を
知
る
！
」、第
２
回
目
の
教
室
で
は
、「
燃

や
せ
体
脂
肪
！
」
を
テ
ー
マ
に
食
と
運
動
の

講
話
と
実
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
教

室
を
開
い
て
ほ
し
い
」、「
ぜ
ひ
、ま
た
参
加
し

た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

３
月　

日　

、
遊
楽
館
で
、
河
南
西
中
学

２１

（土）

校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

吹
奏
楽
部
、
合
唱
、
合
同
の
各
ス
テ
ー
ジ

で
構
成
さ
れ
、
今
年
は
学
校
創
立　

周
年
記

２０

念
と
し
て
、
部
員　

人
に
加
え
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

３３

Ｇ
や
、
交
流
の
あ
る
涌
谷
中
学
・
高
校
生
、

一
般
の
方
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

総
勢　

人
に
よ
る
合
同
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

６７

ス
ポ
ー
ツ
ア
ニ
メ
の
メ
ド
レ
ー
や
ジ
ャ
ズ
な

ど
多
彩
な
楽
曲
が
披
露
さ
れ
、
会
場
内
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

４
月　

日　

、
雄
勝
地
区
で
、
春
の
交
通

１０

（金）

安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
交
通
事
故
防
止

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
上
雄
勝
交
差
点
付
近
で
、
交
通

安
全
指
導
隊
雄
勝
分
隊
、
雄
勝
地
区
交
通
安

全
母
の
会
な
ど
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に
対
し
交
通
安

全
・
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

日　

に
は
、
恒
例
の
雄
勝
小
学

１４

（火）

校
交
通
安
全
少
年
団
に
よ
る
「
交
通
安
全
パ

レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
、
小
学
校
か
ら
総
合
支

所
ま
で
の
区
間
を
行
進
し
、
地
域
一
体
と
な

り
交
通
安
全
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

４
月
６
日　

、
河
北
地
区
内
の
ス
ー
パ
ー

（月）

駐
車
場
に
お
い
て
、
春
の
交
通
安
全
出
動
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
河
北
警
察
署
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
北
上
地
区
の
保
育
所
の
子
ど
も
達

が
、
み
ん
な
の
誓
い
と
し
て
「
交
通
ル
ー
ル

を
守
り
ま
す
！
」
と
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
飲
酒
運
転
・
無
謀
運
転
『
ワ
カ

ん
メ
ー
作
戦
』（「
ワ
カ
ん
メ
ー
」
は
「
わ
が
ん

ね
（
だ
め
で
す
よ
）」
の
方
言
を
も
じ
っ
た
も

の
）
と
題
し
て
、
国
道
沿
い
を
運
転
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
や
ス
ー
パ
ー
の
買
い
物
客
に
、
交

通
安
全
の
願
い
を
込
め
た
ワ
カ
メ
を
配
布
し

ま
し
た
。
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３
月　

日　

、県
道
石
巻
鮎
川
線（
小
積
ト

１２

（木）

ン
ネ
ル
〜
鮎
川
港
）
の
ゴ
ミ
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
「
牡
鹿
半
島
・
金

華
山
」
を
訪
れ
る
観
光
客
が
、
沿
道
か
ら
の

景
色
を
快
く
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
と
、

牡
鹿
地
区
の
観
光
関
係
団
体
な
ど
の
方
々
約

　

人
が
、
額
に
大
粒
の
汗
を
に
じ
ま
せ
な
が

３０ら
、
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
空
き
缶
や
ゴ
ミ
な
ど

を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

連
休
の
ご
予
定
が
ま
だ
の
方
は
、
新
緑
の

イ
オ
ン
と
、
潮
風
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
感
じ
に

「
牡
鹿
半
島
・
金
華
山
」
に
出
か
け
て
み
ま
せ

ん
か
？

　

４
月　

日　

、
石
巻
地
方
の
春
の
風
物
詩

１１

（土）

と
し
て
代
表
さ
れ
る「
日
本
の
音
風
景
百
選
」

に
選
ば
れ
た
、
北
上
川
河
口
域
の
ヨ
シ
の
火

入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
北
上
川
の
ヨ
シ
原
を
守
る
会

や
地
域
企
業
な
ど
で
、
北
上
川
河
口
か
ら
飯

野
川
大
橋
付
近
ま
で
の
ヨ
シ
原
に
火
が
入
れ

ら
れ
ま
し
た
。
橋
浦
地
区
の
会
場
に
は
、
一

目
見
よ
う
と
県
内
を
は
じ
め
、
遠
く
秋
田
県

や
岩
手
県
か
ら
写
真
や
俳
句
を
趣
味
に
す
る

人
た
ち
が
多
く
詰
め
掛
け
ま
し
た
。
真
っ
赤

な
炎
を
上
げ
る
ヨ
シ
原
に
、
カ
メ
ラ
の

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
光
景
や
短
冊
に
詩
を
詠

ん
で
い
る
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
５
日　

、
石
巻
駅
前
に
ぎ
わ
い
交
流

（日）

広
場
で
、
今
年
初
め
て
と
な
る
「
石
巻
ふ
れ

あ
い
朝
市
」
が
行
わ
れ
、
地
場
産
品
な
ど
格

安
で
販
売
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
大
勢
の
買
い

物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
朝
市
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
方
と
出

店
者
は
「
ひ
さ
し
ぶ
り
、
ま
た
、
買
い
に
き

た
よ
」「
今
年
も
店
を
出
す
か
ら
い
っ
ぱ
い
買

い
に
き
て
」
と
声
を
掛
け
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

朝
市
は
、
４
月
か
ら　

月
ま
で
原
則
毎
月

１２

第
１
、
第
３
日
曜
日
の
午
前
６
時
か
ら
８
時

ま
で
（　

・　

月
は
６
時　

分
か
ら
）
開
催

１１

１２

３０

さ
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日　

、「
石
巻
健
康
セ
ン
タ
ー
あ
い

（水）

プ
ラ
ザ
・
石
巻
」
の
開
設
記
念
式
典
が
行
わ

れ
、
健
康
づ
く
り
の
拠
点
施
設
と
し
て
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
市
か
ら
指
定
管
理
を
受
け
た

フ
ク
シ
・
ビ
ル
ワ
ー
ク
共
同
企
業
体
の
福
士

代
表
が
「
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き

る
場
と
し
て
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
利

用
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
そ
の
後
、
愛
称

公
募
で
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
本
田
稲
夫
さ

ん
（
大
崎
市
在
住
）
ら
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
粋

で
い
な
せ
な 
梅
后
流 
江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
が
披

ば
い
こ
う
り
ゅ
う

露
さ
れ
、
開
設
を
祝
い
ま
し
た
。
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